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秋川・湯沢でサミ ッ卜

た
関
係
者

に
よ
り
開
催。
あ

き
た
郷
土
作
物
研
究
会 、
秋

田
県
立
大
学 、
J
A
こ
ま
ち

な
ど

が
主
催。
全

国
か

ら
伝

統
野
菜
の
生
産
者 、
研
究

者 、
支
援
者
な
ど
約
1
8
0

人
が
参
加
し
熱
気

に
包
ま

れ

る
会
と
な
っ

た。

あ
き
た

伝
統
野
菜
は 、
39

品
目°
-＝
関
セ
リ 、
石
稿
ご

ぼ
う 、
横

沢
曲

が
り
ね
ぎ 、

沼
山
大
根
な
ど 。

基
調
講
油
は 、
一
般
社
団

法
人
日
本

食
べ

る
通
信
リ
ー

グ
代
表
理
事
の
高
橋
博
之

氏 。
「
こ

れ
以
上
私
た
ち
は 、

自
然
か

ら
離

れ
て
は

い
け
な

い」
と
訴
え

る。
「
生
産
性

が

あ
る
か
な

い
か
の
価
値
基
準

の
世
の

中
に
お

い
て、
生
産

性
と
は
真
逆
の

伝
統
野
菜
を

続
け

る
意
味
は
大

き
い、
都

会
が
失
く
し

て
し
ま
っ

た
大

事
な
価
値

が
こ
こ

に
は
残
っ

て
い

る。
自
然
と
人
間
性
の

関
係

を
育
み 、
時

を
超
え
た

関
係
性

を
築
く 。

生
産
と
消
費

が

も
う一
度
接
近

し
な
く
て
は
な

ら
な

い
」

と
弾
調
し
た。

パ
ネ

ル
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
で
は 、
地
元
「
三
関
セ
リ」

の
生
産
者
と
「
仙
台
セ
リ」

の
生
産
者
か
ら 、
互

い
の
地

域
の
連
携
や
そ

れ
ぞ

れ
の
取

組
み

が
紹
介
さ
れ
た。
江
戸

時
代
に
は
東
洋一
と
も
言
わ

れ
た
鉱
山
「
院
内
銀
山
」

に

お
い
て、
セ
リ
は
大
変
な
高

価
で
取
引

さ
れ
た

と
い
う 。

現
在 、
三
関
セ
リ
は
J
A
こ

ま
ち
の
出
荷
額

が
1

憶
円

を

達
成
し 、
基
盤
整
備
事
業

に

お
け

る
メ
ガ
団
地

を
計
画

中

だ 。
若
手
生
産
者

も
増
え 、

事
業
承
継
も
進

ん

で
い
る。

北
海
道
か

ら
は 、
ア
キ
タ

ブ
キ
系
と
言
わ

れ
る
「

ラ
ワ

ン
ふ

き」
や
「
札
幌
黄
（
タ

マ
ネ
ギ）
」

な
ど
の
取
組
み

が

紹
介
さ
れ
た。

化
粧
品
メ
ー

の菜予
J
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たれ

J
さ
リ

穫
セ

収
関

カ
ー

と
の
コ

ラ
ボ
や
オ
ー

ナ

ー
制
度
な
ど 、
販
路

に
お
け

る
課
題

を
解
決
す

る
事
例
と

な
っ

た。
伝
統
野

菜
は 、
ど

う
売

る
か

が
課
題
だ

が、
小

ロ
ッ
ト

で
流
通
で

き
る
仕
組

み
が
あ

れ
ば 、
消
費

が
伸
び

る
ポ

テ
ン
シ
ャ

ル
は
あ

る。

江
戸
東
京・
伝

統
野
菜
研

究
会
の
発
表
で
は 、
追
訳
者

と
な

る
コ

ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ

の

育
成
や
産
地
へ
の
料
理
人
バ

ス
ツ
ア
ー

が
紹
介
さ
れ

た。

東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ

ク
に
向
け

て
の

伝
統
野
菜
の
普
及

に、

都
の
予
算

を
獲
得
し

て
い

る。懇
親
会
で
は 、
生
産
者
自

ら
料
理

を
ふ

る
ま

い、
「―――

関
セ
リ

」

の
天
ふ

ら
や
鋼 、

丸
な
す
の
上

に「
陽
沢
ぎ
く

」

を
あ
し

ら
っ

た
郷
土
料
理

「
花
ず
し

」

な
ど

が
提
供

さ

れ 、
生
産
者
と

サ
ポ
ー
ト
す

る
側
と
の
交
流

が
盛

ん

に
行

わ
れ
た。

2
日

目の
エ
ク
ス
カ
ー

シ

ョ
ン
で
は 、
「
三
関
セ
リ」

と

「
ひ
ろ
っ
こ
（
ア
サ
ッ
キ
の

若
芽）」
の
圃
場
へ 。
伏
流
水

の
湧

き
水

が
豊旱
な
環
境

を

見
学
し 、
栽
培
や
出
荷
調
整

の
苦
労

を
聞

い
た。
伝

統
野

菜
は 、
地
域
の
農
業

を
応
援

す
る
き

っ
か
け

と
な
り、

食

の
原
点

に
戻

る
象
徴
で

も
あ

る。
生
き
た

文
化
財
で
あ

る

在
来
野
菜
は 、
そ
の
保
存

が

急
務
で
あ

る。（
萬
谷
利
久
子）
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